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1．はじめ に

　厚生省は昭和 38 年度からビジタ
ーセ ンターの建設に

着手 した
1）。わが国 の 国立公園では、昭和 38 年 （1963

年）に 日光国立公園 の 湯 元集団施設地区に整備された も

の が最初とい われて い る
z〕。尾瀬沼地区には昭和 39 年

（1964年）に厚生省が ビ ジタ
ー

セ ン タ
ー

を建設した
3）

。

山ノ鼻地区には昭和 42年 （1967年）1こ群馬県教育委員

会が文部省 の 補助 を受けて 「群，鴇県尾瀬管理保護セ ン タ

ー
」 を設置 したの が山の 鼻ビ ジタ

ーセ ン ター
の 前身で あ

る
e

。 昭和 56 年 （1981 年〉環境庁自然保護局施設整備

課は、博物展示施設 （ビジターセ ン ター）整備基本計画

作成要領をま と めた
5）

。 この要領にも記されて い るよう

に、ビ ジターセ ン ターの役割は公園利用者に対し、
「自然

をとうとび、自然を愛し自然に親しもう」 とする自然保

護思想 の 高揚を図る こ とで あ る。

　自然公園 の ビ ジタ
ーセ ン タ

ー
に関する研究を整理す

る。 湘井 （1983）6）
は 、

ビ ジタ
ーセ ン タ

ー
の 建設位置及

び施設内容に関する事項に考察を加えた。 石井ら （1985）
了）
は、利用者 へ の ア ン ケ・一一トか らビジターセ ン タ

ーの利

用 目的や展示 へ の 興味を明らかにした 。 石井ら （1986）
8）は、国立 公 園と国定公 園内の教化施設と して の分布状

況 と整備内容を考察 した。油井 （ヱ987）9）
は、自然公園

の 教 fwaecを対象に施設計画論 の 立場 か らビ ジタ
ーセ ン

タ
ーセ ン タ

ーの施設配置の 現状や施設特陰、将来の 整備

の方向性までを考察 した。油井 （1995）1°）
は、アメ リカ

合衆国の 西部地域の 国立公園 を調査 し、 施設の 実態を明

らか にした 。 自然環境保全整備 フ ォ
ーラム 利用研究部会

（部会長油井正昭） は 、
ビ ジターセ ン ターの現状と今後

の 整備展開へ の 課題 を整理 した
ω
後に、調査対象を広げ

て 自然ふ れあい施設につ い て施設 の 概要と管理運営の 現

状を考察した
 

。

　 しか し、これまでの研究では 、 ビジタ
ーセ ン タ

ー
の 現

状や施設の特徴を述べ て い るか、管理 者や計画者の 視点

で の 研究が多い 。利用者の視点で は 石井 ら（1985）7）と 自

然環境保 全 フ ォ
ーラ ム 利用研究部会 （1998＞m が あ るが 、

利用者の 意識だけで利用行動は調査 してい ない 。また 、

近年イ ン ターネ ッ トが発達 し、情報提供 ・収集にイ ン タ

ーネ ッ トを使 う比重が高ま っ て きて い る中で、ビジター

セ ン ター
の 利用実態に つ い て調査 した事例は ない。そこ

で、本研究では人と自然との 豊かな触れ合い が保たれる

利用を実現するために、ビ ジターセ ン ター利用者の利用

行動と利用者意識か ら、尾瀬ビジタ
ーセ ン タ

ー
の 今後 の

方 向性にっ い て 考察す るこ とを 目的とした。

調査 は、現地で撮影した ビデ酬 象を解析した 「ビジ

ターセ ン ター
の 利用率調査」 と、ビ ジターセ ン ター内で

の 利用状況を観察した 「ビ ジ ターセ ン タ
ー

内 の 利用状況

調黜 、 ア ン ケー トによる 「利用者意識調薊 の 3 つ を実

施 した。 本研究の独自性は、これまで の研究が主に広範

囲の ビジターセ ン ターを網羅的に調査 してい た の に対 し、

特定の ビジタ k ・セ ン ターに限定し、利用者の行動と意識

の 双方を詳細に検討 した と こ ろ に ある。

2 ．研究方法

（1）調査対象ビジター
セ ンター

　尾瀬国立公園の特別保護地区内にお い て利用情報を提

供する施設 として、尾瀬ヶ原の 山ノ鼻地区に は山の鼻ビ

ジ ターセ ン ターと見晴休憩所 が あり、 尾瀬沼には尾瀬沼

ビ ジタ
ーセ ン タ

ー
がある。 山の 鼻ビジタ

ー
セ ン ターと尾

瀬沼 ビ ジタ
ーセ ン タ

ー
は年間利用者数が多く、展示施設

や レ ク チャ
ー

ル
ーム が整備され、複数名 の 職員が勤務 し

て い るの で本研究の調査の対象とし、表一1 に施設の概

要 を示 した。見日剤木憩所は、展示 パネル と多目的ル
ーム

の設置され た休憩断 の た め、今回の ビ ジタ
ーセ ン タha の

調査刻象 とは しなか っ た。なお、山ノ鼻地区と山の 鼻ビ

ジタ
ー

セ ン ターの 「ノ」 と 「の 亅 の表記に つ い て は、固

有名詞 の ため、そ の まま使 うこ ととした 。

（2 ）ビジタ
ー

セ ン ターの 利用率調査

　ビジタ
ー

セ ン ターにおける利用行動を把握す るた め

に 、 山の鼻ビジターセ ン ターと尾瀬沼ビ ジターセ ン タ
ー

における利用率を調査 した 。 調査は 2005年 7月 23 日（土）

5 時 〜 16時に現地で ビデオを撮影し、そ の ビデオに写 っ

て い る利用者数と、 ビ ジタ
ーセ ン タ

ー
利用者数 をカウン
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表一1　尾瀬国立公 園特別保護地 区 の ビジ ターセ ン ター

施設名 設置 管理 者 設 置 年 現 施設の 新築 改 築年 概　　 要

・農示 展示 パ ネ ル 、掲示 板、パ ソコ ン ．地 形 模型、実物標本 他

山の 鼻 群馬 県 1967年 　群馬県尾 1993年・鉄骨木造2階建・延 床
・職員 8人 （正 職員2人 、臨時職員6人＞8月の み 正 職 員3人

ビジ ター 瀬管理 保護セ ン 面 積344  ・展示 室69  、レク ・運 営期間 5月 15日〜10月 23日 （162臼間 ）＊1
セ ン ター 尾瀬保護財団 ターが 前身 チャ

ール ー厶 80r  ・開館時間 平 日 ；8：00− 19：00 土 日祝 日 ：7：00〜19：00
・
入 館者数 101，150人 ＊1
・展示 展示 パ ネル 、掲示 板、地 形模型、実物標本 他

尾瀬沼 環境省 1964年　厚生省に 1986年・鉄骨木造2階建、延床
・職員 5人 （正

・契約職 員 2人、臨時職員3 人 ）

ビジター よ り尾瀬沼集団施 面積492．9   ・展示室132  、レ ・運當期間　5月14日一10月23目 （163 日聞 ）＊1

セ ン タ
ー

尾瀬保護財団 設地 庭 丙に整備 クチ ャ
ー

ル
ー

厶 99  ・開館時聞 フ：00〜燈 30
・入館者数 77β11人＊ 1

＊1 財 団 法 人尾 瀬 保 蠖財 団 （2006＞平 成 17年 度 尾瀬 山 の鼻・尾瀬 沼 ビジタ
ー

セン タ
ーme常 fi録、1−・32

表一2　尾 瀬 ビ ジターセ ン ターの 利用 者意識調査

調 査

場所
調査 日 調査時間

配

布

数

回

収

数

回

収

率

天 気

6月4日 （土 〉＊18 時30分〜12時15分 30024983 ％ 時折小 雨山 の

鼻VC6 月5日 （目 ） 8時30分〜↑3時30分 40035489 ％ 快晴

小 計 フ0060386 ％

6月 4日 （土 ）＊27 時30分〜14時30分 35029384 ％ 晴後雷雨尾 瀬

沼VC6 月5日 （臼〉 8時30分〜13時30分 18014480 ％ 雨 後晴

小 計 53043782 ％

VCは ビ ジ タ
ー

セ ン タ
ー

の 略。調 査 年 ぱ2005年 。　VC前 の 広 場等 で

無 作 為 に 調査 票 を手 渡 し、そ の 場 で 回収。
＊1VC の リニ ュ

ー
アル ・セ レ モ ニ ーが10：30−・11：30に 開催 され、

一般 利 用 者が 立 ち寄 りで き な か っ た。t2：15以 降 は 大 雨 の た め 中

止 e

＊212 ：00以 降 は 雨 に よ リ ビジ タ
ー

セ ン タ
ー

内 が 混 乱 し調 査 しに

くい 状 況 で あ っ た。

トした。調査 目 の尾瀬全体の利用者数は 7，309人で 2005

年 の 利用者数の 多い 方か ら2 番 目となる混雑日であっ た
13）。山の 鼻ビ ジターセ ン タ

ー
の 前は ス ペ ー

ス が狭く、人

が滞留する こ とはほ とん どな く、
ビジ タ

ーセ ン タ
ー前を

通過するか 、立ち寄るか の 二 者択
一

の 状況下にある 。 し

たがっ て、山の鼻ビ ジタ
ーセ ン タ

ー
では、ビ ジタ

ーセ ン

タ
ー前に ビデオカメラを設置 した （図

一1）。利用率にっ

い て は、ビ ジターセ ン ター
に入る人数を往来する利用者

数 （湿原に向か う人数と鳩待峠に向か う人魏 で割っ て

算出 した。尾瀬沼 ビジ ターセ ン ターで は、ビ ジ ターセ ン

タ
ー
入 口が映るように ビジタ

ーセ ン タ
ー前広場に ビデオ

カ メ ラを設置した。利用率につ い ては、ビ ジタ
ーセ ン タ

ー
に入 っ た人数 （テラス で の 休憩利用者数を含む）を尾

瀬沼 ビ ジタ
ーセ ン タ

ー
前広場 へ の 流入人数で 割 っ て算出

した。尾瀬沼 ビジタ
ーセ ン ター前広場 へ は 、 大江湿原方

向と三平下か ら流入するの で 、大江湿原 の 分岐点及び 三

平下 に お い て ビ ジターセ ン ター前広場 に流入す る人数を

調べ た。なお、三平下は ビ ジタ
ーセ ン タ

ー
まで 1kmある

ため、 大江湿原の分岐点と 30分 の 時差をつ けて集計した。

（3）ビジター
センター内の利用状況調査

　ビ ジタ
ーセ ン タ

ー
内部の利用状況につ い て観察調査

した。調査 は 2005年 7 月 23 目 （封 に、山の 鼻ビジタ
ーセ ン ターは 6 時〜16時、尾瀬沼 ビジターセ ン タ

ーは 7

時〜16時 に調査 した。調査員 が ビ ジ ターセ ン タ
ー

内部に

お い て 、 入室してきた人か ら、糊 IJ、年代、グル
ー

プ構

成 、 入室時刻に著しい 片寄 りが生 じない ように利用状況

を観察 し、記録した 。 山の 鼻ビジターセ ン ターにお ける

　 霞 瀬 ケ 原

撫＿

鳩待峠

図
一1 尾瀬 の歩 道 とビジ ターセ ン ターと調査 位 置

利用観察の サン プル 数は 31件で あ り、 尾瀬沼 ビ ジタ
ーセ

ン ターにおける利用観察の サ ン プル数は 33件であっ た。

今回の利用行動調査のサン プ ル 数がそれぞれ 30 件ほ ど

しかない の で確実な こ とは言えな い が 、 利用状況の 傾 向

は知る こ とができると考えた。利用状況調査 として、性

別、年代 （推定）、グル
ープ 数、利用時間、利用内容 （展

示 パ ネル 、掲 示板、パ ソ コ ン
、
パ ン フ レ ッ ト、ジオ ラマ

、

剥製 、 職員へ の 質問な ど）、 室内環境などを記録 した。

（4 ＞利用者意謫鵬 査

　尾瀬利用者を対 象に して既存 ビ ジ タ
ー

セ ン ターの利

用意識 と利 用内容にっ い て明 らかにするため、ア ン ケー

ト調査 を実施 した。表一2 に示 したよ うに調査は 2005

年 6 月 4 日 （土） と 5 日 （日）に実施 した。調査 日の 尾

瀬全体の 利用者数は 6 月 4 日 が 5，809 人 で 6 ．月5 日が

5
，
658 人 で あ り、

2005 年の利用者数の 多い 方か ら 5番 目

と 8番目となる混雑日であっ た
13＞。山の 鼻ビジターセ ン

タ
ー前広場では、無料休憩所、至仏山荘の オープ ン ・テ

ラス
、 案内板の ある広場で休息して い る個人及び団体を

対象に して 、無作為に調査票を 700枚配布 し 603枚回収

した （回収率 86％）。尾瀬1沼 ビジ タ
ー

セ ン ター前広場で

は 、ビ ジターセ ン タ
ー

前 の 広場で 、 しば らく休扈、して い

る個人及び団体を対象 にして 、 無作為に調査票を 530枚
配布し 437枚回収 した （回収率 82％）。利用　息 。

fi’
査
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表
一3 山 の 鼻ビジターセ ン ターの 利用率

鳩 待 峠 側 尾瀬ヶ原側

通 過 利 用 小 計 利 用

率

通 過 利 用 小計 利 用

率

6時台 3926345513 ．8464508 、O
7時台 1537522832 ．923436665 ．2
8時台 3614840911 ．724265052 ．0　　　り鬥
9時台 34092

門鬥闇國闇
4322i ：§ 97

『
ラ1168 迂互3

10 時台　　　「．4£3109門 532　20．5　　　 門　261門鬥 8834925 ．2
11 時台 3474 す 396　 12、425868 ま2召 2δ9
12 時台 211　 　 20231 　 8．フ 44810655419 ．1
13 時台 210 　 　43253 　 17．0549131680193
14 時台 38　　2159 　 35．65301136431 フ．6
15 時台 11　 　 011 　 0．0191152067 ，3

計 21486　 5203 ，006　 17．324276653 ，0922t5
　単位 ：人 利 用 率の 単位 ：％

として 、 回答者の 属性 （
ll

捌 、 年齢 、 職業、 居住地、 尾

瀬利用回数 、 旅程 、 尾瀬山麓まで の交通手段）、ビ ジタ
ー

セ ン ターの利用実態、ビ ジターセ ン タ
ー

の 評価、ビ ジタ

ーセ ン ターに欲 しい 情報などを調査 した。

3 ，結果と考察

（1） ビジター
センター

の利用率調査

　 山の 鼻ビ ジタ
ーセ ン タ

ー
の 利用率を表

一3 に示 した 。

鳩待峠側か ら湿原に向か う揚合で 17％ 、 湿原側から鳩待

峠に向か う場合で 22％、両者の 平均で は 19％となっ た。

しか し、山 の 鼻ビ ジターセ ン タ
ーで は 目帰 り利用客が ビ

ジタ
ーセ ン ター

の 前を行き と帰りの 2 度利用す るの で 、

こ の こ とを考慮して利用率を計算して みた 。 日帰り利用

客の割合は 、 古谷ら （2007）の調査に よ ると尾瀬 ヶ 原利

用者 の 55％と言われてい る
ze

。 また、今回 の利用者意識

調査 の 回答者の 属性 で も 日帰りの 利用者が 450／o い た。も

し 、
50％の 人が 日帰 り利用客と仮定する と、鳩綿 噺則か ら

入山した利用客 の約半分が尾瀬ヶ 原側から帰っ てくる こ

とになる。そ こで、利用者が行き力帰 りの 1回 の み利用

すると して 、鳩待峠か ら入山 した人数の 5割を引い て計

算す ると利用率は 26％ となっ た。

　利用率＝（520十665）÷ （3，006十 3，092− 3，006× 0。5）

　尾瀬沼 ビ ジ ターセ ン ター
の 利用率を表

一4 に示 した 。

尾瀬沼 ビジ ターセ ン ター前広場 へ の 流 入人数に対する ビ

ジターセ ン ター利用率に つ い て推計ずると、35％になっ

た。しか し 、 今回 の調査 で 明 らかにした流入人数 には山

小屋か ら広場へ 直接流入する人数が含まれてい ない 。そ

こで 、広場周囲 の 山小屋の 宿泊者数を調 べ る必要がある。

ここで言 う宿泊者数 とは前日か ら泊ま っ て い る人数であ

る。山小 屋 へ の 聞き取 りに よ る と、前 日は満室 に近 い 状

態で あっ た。山小屋 2軒 と三 平下 の 山小屋 1軒が満室 に

な る と約450 人が宿泊で きる。調査で明らかにした 3，969
人 と合計して 約 4

，
400 人が尾瀬沼 ビ ジタ

・一・一セ ン ター前広

場を移動・滞留して い た こ とになる。この 約 4，
400 人で 、

ビ ジターセ ン ター利用率を計算す ると、31％となっ た。

利用率 ＝ 1，373÷ （3，969十450）
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表 一4 尾瀬沼ビジターセ ンターの 利用率

広場へ の 流入人 数 利用 利 用率

沼山峠側 三 平下 側 小計

7時台 350 39 389 11529 ．6
8時台 365 4641112831 ．1
9時台 325 10643117540 ．6
10 時台　尸鬥   102552 16930 、6
11 時台 465

尸尸「鬥鬥剛刷凵
　 　 1フ0

剛
635

　 閧
200＊

鬥鬥「剛h31
．5

12 時台 430 135565 22539 ．8戸門劉 割鬥
13 時台

h
　 　354

鬥鬥門
　 　 158512 丁莓9

門 闇
　 　 36，9

14 時台 192 53245 12450 ．6
15時台 199 30229 4821 ．0

合計 a1308393 ，9691 ，37334 ，6
単位 ：人 利用率の 単位 ：％

11時台 の 利用 者数は 実瀏で きて い ない た め、推計値 200人
を入れた。

なお、尾瀬沼 ビ ジタ
ーセ ン タ

ー
はテ ラス で休 憩がで きる

の で 、 室内 の展示 だけの利用率にっ い て計算するこ とと

した。現 地観察で は利用者 の 1割がテ ラ ス だけの 癬 1亅

用であっ た の で、こ の 比率分を利用者数か ら減 らすと、
ビ ジターセ ン タ

ー
展示施設 の 利用率は 31％か ら 28％に

低下 した 。

　利用率＝（1，
　373− 1， 373× O，1）÷ （3，　969十 450）

（2 ） ビジター
セ ンター

内の利用状況調査

　山の 鼻ビジターセ ン ター内の 利用状況を表一5 に示 し

た 。 山の 鼻 ビ ジターセ ン ターは、平均利用時間 3 分 23

秒で あ っ た。展示パ ネル は 5割が利用 した。こ れまで の

展示パ ネル で表示して い たもの がパ ソ コ ン で表示する方

式に切 り替わっ たた めに 、 展示パ ネル 自体が少ない こ と

も利用されない
一

因になっ てい るように思われ る。 掲示

板は 7割が利用 した。手書きで 、 湿原の 花 の情報などを

リアル タイ ム に提供して い る点が ニ ーズに適っ てい るよ

うに思われる 。 掲示板前で、どこ で花が咲い て い るかな

ど、登山者同士 の コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ンも見られた 。
パ ソ

ロ ン （プ ロ ジェ クタ
ー付きも含む）は 3割が利用 した。

パ ソ ロ ン に不慣れな人 （特 に中高年）が多い た めか 、パ

ソ コ ン の 利用率は低 い。お年寄り女性 2人が、花の こ と

につ い て パ ソ コ ン で検索するた めに試行錯 誤 して い て 、
そ の操作が次第にわかると普通に使っ て い た。使い方を

説明 し、使 う抵抗感を減 らすこ とが箪要な よ うで ある。
パ ン フ レ ッ トは 4 割が利用 した。 トレ ッ キ ン グガイ ド、

熊情報など、ビジタ
ーセ ン タ

ー
が発行 して い る冊子や チ

ラシ を入手す る人もい た。ジオ ラ マ は 2 割が利用 した。

意外に利用率が低か っ た。野 鶉の 剥製は 3割が利用 した。
これを詳 し く見る人は少なか っ た。 1割が子供連れで 、

子供の 利用 をただ見守っ て い るケ
ー

ス が少なくなか っ た 。

剥製は子供 には人気がある よ うで あっ た。職員に何 らか

の 質問をしてい る利用者は 2件であっ た 。 展示室内で休

息す るの は 3 割で あっ た。パ ソ コ ン用 の イス し力擾 を下

ろせ るベ ン チがない こ とも
一

因 と見 られ る。そ の 代わ り

に レ クチ ャ
ー

ル
ーム の ベ ン チ で 休息し て い る人 が い た。

尾瀬沼 ビジターセ ン ター
は、平均利用時間 7分 3秒で

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Institute of Landscape Architecture

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　工nstitute 　of 　Landsoape 　Arohiteoture

表一5 ビジターセ ンター内の利用 状 況

利 用 観察事項

山の 鼻ビジ
ーセン ター

尾瀬沼ビジ
ーセン 　

ー

件数 ％ 件数 ％

1分未満 3100 ．9　　 門鬥尸劉尸
1〜3分未満 野

鬥 門
　 29618

3 〜5分未満 619618
利 用時

間
5 〜8分未満 5161133

8 〜 12 分 未 満 619515　　　　 闇
12分 以 上 26515

平 均利用時間 3分23 秒 7分 3秒

詳しく読む 8　　 261442
展示 パ

ネ ル

　　 叩 困
簡単 に 眺 め る 6　　 19

「
　1236

利用しない 17　　 55721

詳 しく読む 19　 　 611030

掲 示 板 簡単 に 眺 め る 3　　 101030　　　　　 尸尸
利 用 しな い

　「
9　　 291339

操作する 6　 　 19 一 一
パ ソ コ

ン
簡単 に 眺める 4　　 13 一

．．二．　　闇【鬥尸「
利用しない

　　「戸
21　　 68 一 一

入 手する 8　 　 26515

触れる 3　　 1039パ ン フ

レ ツ ト 簡 単 に 眺 め る 0　 　 　 039　　　　　鬥
利 用 しな い 20　

門
6ヨ

門門
　 2267

詳 しく見る 6　 　 191648
ジオ ラ

マ
簡単に 眺 め る 2　 　 　 613

利用しない 23　　 741648

詳 しく見る 4　　 13618
動物剥

製
簡単 に 眺める 10　 　 3239

利 用 しな い 17　 　 552473

質 問 した 2　 　 　 600職員へ

の 質問 質問しない 29　 　 9433100

休息した 8　 　 26721
休　息

休息しない 23　　 742679

あっ た。展示パ ネル は 8割が利用した 。 特に、 花暦 の パ

ネ ル は人気 が高か っ た。入 口か ら真っ 直ぐに向かっ て 行

く人やそ こ で詳 しく見る人が多か っ た。花の多い 7月特

有の 現象か もしれな い が、花の 情報を最も強く求めて い

る こ とがわ か っ た。掲示板は 6割が利用 した。特に、熊

の出没 膺報と天 気予報にっ い て 興味を抱い て見てい た。
パ ン フ レ ッ トは 3 割 が利用 した。セ ル フ ガ イ ドな どの 有

償物を入手する人はあま りい なか っ た、ジ オラマ は 5 割

が利用 した 。 利用する場合は 、 連 れの 人 と
一
緒 に詳 しく

見てい る人が多かっ た。野 鳥の剥製と鳴き声は 3割が利

用 し、特 に子供には人気があっ た。子供連れの 人が子供

の 利用を見守っ て い るケ
ー

ス も少 なくなか っ た D 職員へ

何 らか の質問を して い る 人は い なか っ た 。 展示室内で 休

憩 して い る入は 2割で あっ た 。 室内中央 に設置されたベ

ン チに座 っ て休憩 してい る人 もい たが 、平均滞留時問 7

分余 りの 中で 、 興味の ある展示を見た ら、 す ぐに外へ 出

る人の 方が多かっ た。

（3）利用者意識調査に おける回答者の属性

　山ノ鼻地区と尾瀬沼東岸地区 の デー
タを合わせ てみる

表
一6 ビジターセ ンターへ の 立ち寄り

山 ノ鼻 尾 瀬 沼 東岸　　合計

人 　 ％ 人　 　％ 　 　人 i ％

今回のビジタ
ーセン タ

ー立ち寄り経験

立ち 寄っ た 238　39．531171 ，254gi 　5乞8門囚飼門鬥
立ち寄っ て ない 341　 56，6110

　 闇
25．2

円
　 　 マ

451i4a4
無 回答 24　　 4163 ．740ia8

回 答者 数 603 　
−
　　 437

　　 E1

，040i 一

以前 の ビジターセン タ
ー

立ち 寄り経験

立ち 寄っ た 143 　23．712628 ．8269i 　 25．9

立ち 寄っ てな い 244　40 ．511426 ．1
　 5358

｝34．4

無回答 216　 35．819745 ，1413i 　39．7

合計 （回答者数） 603　 一 437
　 　 i1

，040i 一

今 回 ビジタ
ー

セ ン タ
ー

に 立 ち寄っ て い ない 理 由

を知らない 11433 ．42825 ．5142i 　 3t5鬥「 戸
時間がない

　　鬥門
91　 26．73128 ．2

鬥
1至2i貅

場 所を知 らない 52i15 ．2109 ．1
　≡
62i　 13．7

休憩で きない 34ijo87 ．342i 　 9．3門「
興 味 がない

叫

1gi 騰　矍
卩
　 　 43 ．6

鬥
唾
尸

23i　 5．1

混雑 して い る 萋6
’

4．721 ．818i 　 4

欲 しい 情 報がない 招 3．810 ．914i 　 3．1

ス タッフが い ない 72 ．110 ．98it8　　　　 門 門門門
展 示がわからない

鬥『
61 ．521 ．8

門　　鬥　　　穿
　 　7i　 1．6

PC が 苦手 10 ．321 ．8310 ．7

そ の 他 3811 ．11210 ．95 轍 」
無 回答 5014 ：7

鬥
　 2724 ，577i 囈7．1　．

合計 （複 数 回 答） 440 一 128 　 5681 一

回答者数 341 一 110 一 454i 一

と、回答者の性別で は男性が 57％、女｝生が 42％ とな っ た。

年齢では 50代が 37％、60代以上が 27％で あり、中高年

の利用者が多か っ た。尾瀬の利用回数で は 「初めて 」 が

40％、2 回以上が 5go／。 であっ た。グループ構成は 、 1人

が 4％、2人が 28％、3 〜10人が 44％、11人以上が 20％

で あっ た。 山麓まで の 交通手段は、マ イ カ
ー

が 43％、公

共交通 が 11％ 、 ツア
ーバ ス が 41％で あっ た 。 地区別に見

る と利用回数が 2 回以上の リピーターは 、 山ノ鼻地区が

55％、尾瀬沼東岸地区が 66％で あっ た。尾瀬の旅程で は

山 ノ鼻地区は 日帰 りが 450／・ 、1 泊 2 日が 36％、2泊 3 日

以上が 140／。で あ り、 尾瀬沼東岸地区は 日帰りが 30％ 、 1

泊 2 日が 45％ 、 2泊 3 日以上が 17％ で あっ た。

（4）利用者意識調査

　 ビジターセ ン タ
ー

へ の立ち寄 りを表
一6 に示 した。今

回 、
ビ ジタ

ー
セ ン ターに 「立ち寄っ た」 が山 ノ鼻地区で

40％、 尾瀬沼東岸地区で 71％になっ た 。 次に 、 以前の 立

ち寄り経験を見てみると 、 山ノ鼻地 区は 24％が 、 尾瀬沼

東岸地区は 29％が立 ち寄っ て い た 。

　今回 、 ビ ジターセ ン タ
ーを立ち寄っ て い ない 理 由にっ

い て、合計で 見る と最も多い の が 「ビ ジタ
ーセ ン タ

ーを

知 らな い 」が 32％、次い で、 「時間がない 」が 27％、 「場

所を知 らない 」 が 14％、 「休憩で きない 」 が 9％であっ

た。　「ビ ジタ
ーセ ン タ

ー
を知 らない 」 とい う回答が 、 お

よそ 3 人に 1 人 の 割合になっ て い るの は、ビ ジターセ ン

ターの役割が利用者 に十分浸透 して い ない結果 とい え
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鑼 良 い 驢 悪 い 露 わ か らな い 翻 無 回 答

　　　　 山 ：雰囲 気

　　　　 沼 ：雰囲気

　　　 山 ：欲 しい婿報

　　　沼 ：欲 しし、孛毒報

　　 山 ：わ か りや すさ

　　 沼 ；わ か りや すさ

　　　　出 ：見やすさ

　　　　沼 ；見やすさ

巨h：機鬱の使い やすさ

沼 ：機材 の 使 い や すさ

　　 山 ：休憩殀機能

　　 沼 ：休 憩所機能

山 1ス タッ フ
・サ ービス

沼 ：ス タッフ
・サ ービス

　 　 　 　 　 　 　 　 　 O％　　20％ 　　40％　　60％ 　　80efe　 IQO％

ぬ ： 出 ノ 鼻地 匿 （翻 答数318件）

濯 二 羅瀬沼柬岸地区 （遡答数345件）

図 一2 ビジタ
ー

セ ンターの 評価

る。　 「時間がない 」 が 3割弱となっ たの は 、 ツ アーバ ス

の 利用者が 4 割回答 して い る こ とが大きい と見 られ る。

　 ビ ジタ
ーセ ン タ

ー
の 評価を図

一2に示 した 。 山の鼻ビ

ジタ
ーセ ン タ

ー
の 回答数は 318 件、尾瀬沼 ビ ジターセ ン

タ
ー

の 回答数は 345件である。こ れ ら件数は今回 ビジタ

ー
セ ン タ

ー
に立ち寄っ た回答数よ りも多い が、これは以

前の 立ち寄 り経験の ある者にも回答してもらっ てい るた

めである。 山の 鼻ビジ ターセ ン ターで 、 各評価項目の 中

で最も 「良い 」 の 割合が低か っ たの は 「機縁の使い やす

さ」で あ っ た 。
パ ソ コ ン 画面 の操作に不慣れな 50 代以上

が全回答者の 6 割を占めてお り、50代以上 の 反応 と見る

こ ともで きる。尾瀬沼 ビ ジ タ
ーセ ン タ

ー
で もやは り 「機

材の 使い やすさ」 の 「良い 」 の 割合が他の調査項目よ り

低くな っ て い る。次に、 「悪い 」評価につ い て は 、 人数

は少ない が、改善すべ きポイン トが明確になる 。 やはり、

利用者が欲 しい 博報が 「悪 い 」 と 1割 が回答して お り、

利用者の ニ
ーズにあ っ た情報を提供する こ とが評価を高

くす る近道で ある。山の 鼻ビ ジターセ ン ターで は休憩所

機能が 「悪 い 」 が 9％ある。山の鼻 ビ ジタ fU セ ン タ
ー前

広場には、無料休憩所 は ある が 、 展示 を楽しみ なが ら休

憩で きるよ うな尾瀬沼 ビ ジターセ ン ター
の よ うな配慮が

あっ て もよい。もちろん、山の 鼻ビジタ
ー

セ ン ターの レ

ク チ ャ
ー

ル
ーム の ベ ン チで休息 してい る入も少なくない

が、こ ち らでは展示施設を見なが らの休憩はできない
。

　 ビ ジ タ
ーセ ン タ

ー
に欲 しい情報を尾瀬利用回数の 「初

め て 」 と 「リピー
タ
ー

」 で ク ロ ス 集計 し、図一3 に示 し

た。合計 して み ると 「花」 が 4 割強 で、最も多か っ た。

次 い で、 「生き物」 「風景 の撮影揚所1 が 3 割強 、
「ト

イ レ ・休憩ポイ ン ト情報1　「危険箇所膺報」 が 3割弱な

どとなっ て い る。そ の 他 の 事項につ い て も1〜 2割の ニ

ーズがある こ とが明らかにな っ た。特に 「指 につ い て

　　　　　　花

　　　　 生き物

風景の 撮影場所

トイレ・体懇篋殀

　　　危険箇所

自然保護 の 歴史

　　費用や財源

特産物や食 べ 物

　　宿の 空き塞

　 罵瀬 の 暮 らし

　　　　その 他

　　　　無回答

饑 リピーター　 趨 鑓め て

o ％ 20％ 40 ％ 　　　60 ％

リピ
ー

ター｛回答数 159件｝初 め て （回答数270件｝

國一3 ビジターセンターに欲しい楕報

の 情報をリピ fU ターは望んで い るようである。リピー
タ

ー
は、初め ての ビ ジタ

ーセ ン タ
ー

利用者より各項目で欲

しい情報の割合が高い
。 この 結果か ら 、 リピーターはよ

り、詳 しい 情報を望んで い る可能性がある。

4 ，総合考察

　 尾瀬の 混雑日における ビ ジターセ ン ターの利用率は、

山の鼻ビジターセ ンターが 26％で、尾瀬沼 ビジタ
ー

セ ン

ターが 31°／。であっ た。表
一1に示 した ように ビ ジターセ

ン タ
ー

の 年間入館者数は 山の 鼻ビ ジタ
ーセ ン ターが

101，150 人 で あ り、 尾瀬沼ビ ジ ターセ ン タ
ーが 77

，
311 人

で ある。これ らの 合計を平成 17 年度の尾瀬入山者数の

317，847人 13）
で割る と、560／o となる。 こ の 56％は、今回

の 調査 で 明らかにした山の 鼻ビ ジタ
ーセ ン タ

ー
の 26％

と尾瀬沼ビ ジタ
ー

セ ンター
の 28％を合計 した値と近似

した。 2っ の ビジターセ ン タ
ー

を同 日に利用する こ とが

ほ とん ど無い ため 、 単純に加算した利用率が年間の 利用

者数か ら計算した 利用率と近似した と思われ る。したが

っ て、尾瀬の ビジタ
ー

セ ン ターに限れば、混雑 目の 利用

率調査と、年間の ビ ジタ・一一セ ン ター利用率が近似した。

利用者意識調査 （表一6）で は ビジタ
ーセ ン タ

ー
の 立ち

寄りで山ノ鼻地区が 40％で 尾瀬沼東岸地区が 71％であ

っ た。特に尾瀬沼東購地区が 71％と ビデオ による利用率

調査と大きく離れた値となっ た。この 理由として は 、 尾

瀬沼東岸地 区の調査 が 、尾 頼沼 ビ ジターセ ン ター前の 広

場で しばらく休息して い る個人及び団体を隷象に して、
調査してい ることによる 。 ア ン ケ

ー
トでは、回収率や調

査日時、調査場所が結果に大きな影響を与える こ とがあ

るの で、ビジターセ ン タ
ー

の 利用率を検詞する揚含は 、

実際の 利用行動調査の 必要性が再確認された 。

一
方で、

利用行勦で は利用者の評価や要 望を知るこ とが難 しい の

で 、 両者を併用しなが らビ ジターセ ン タ
ーの将来像を検

164

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Institute of Landscape Architecture

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　工nstitute 　of 　Landsoape 　Arohiteoture

討する こ とが重要で ある。

　次に利用状況調査につ い て検討する。尾瀬沼 ビジタ
ー

セ ン ター
の 花暦の パ ネルや、湿原の花の情報な どを リア

ル タイム に提供して い る掲示板の 利用が多く、 また 、 熊

の 出没 膺報や天気予報につ い て も興味を抱い て い る こ と

がわか っ た。ビ ジタ
ーセ ン タ

ーで は瓢鮮で リア ル タイ ム

な情報を提供する こ とが利用者の ニ
ーズ に合っ て い る

11）
。

一
方で 、 今回の 調査に限れば職員に質問をして い る人 は

極め て少なか っ た。田村剛 （1955）が、国立公園の利用に

あたっ て、教化施設だけで な く、 現地におい て案内し指

導する人の 重要性を指摘して い る
15）ように、案内カウン

ターに常時、人を配置できるような体制 づ くりも今後検

討すべ きで ある。山 の 鼻 ビジタ
ーセ ン タ

ー
の 平均利用時

間は 3分 23秒で 、尾顴沼 ビ ジタ
ーセ ン タ

ー
の 平均利用時

問は 7分 3秒で あっ た。こ の差につ い て は 、 展示施設 の

差だけでなく、休憩施設の有無やセ ンターの 立地上の特

性が関係して い ると考えてい る。展示施設では、山の鼻

ビジターセ ン ターの展示の糊 致として展示解説パ ネル が

少なく、パ ソ コ ン の デー
タに集約 して い る。こ の た め、

湿原に 入 る段階で の パ ソ コ ン の 利用が敬遠 された可能駐

がある。休憩施 設の 有無 で は山の 鼻ビ ジ タ
ーセ ン タ

ー
は、

尾瀬沼 ビ ジターセ ン ターの よ うに室内申央にベ ン チが配

置 されてお らず、ゆとりス ペ ー
ス がない。この ため、落

ち着い て利用するこ とが難しい
。 立地では、山の 鼻ビ ジ

ターセ ン ターは湿原入口にあっ て、主要な興味対象の 湿

原 の ス ター ト段階にあるため 、 先を急 ぐ心 理 が働く可能

性がある， それに対 して 、 沼の ほ とりにある尾瀬沼 ビ ジ

ターセ ン ターは コ ース の中間地 点もしくは ゴール 地 点に

捉えられて い て、ゆ と りの 心理が働 く可能陸が ある。

　今回の ビ ジターセ ン ター内の利用行動調査の サン プ

ル 数が 64 件しか ない の で確実な こ とは言えない が 、
ビジ

ターセ ン ターの 展示内容は 5分程度で 必要な隊報を得 ら

れ るよ うな展示 と、休憩しなが ら展示を眺め られる よ う

な休憩施設 を併用す るこ とも、重要 と考える。

　ま た 、 尾瀬で は、リ ピー
タ
ーが過半数 （尾瀬沼で 7 割

弱、尾瀬 ヶ 原 で 5〜6 割 を占め てい る。尾瀬の ビ ジタ

ーセ ン タ
ー

では、尾瀬の基礎的な解説や注意事項を中心

とした初めて の 利用者に対 して の サ
ービス と同時に リピ

ーターに対するサービ ス の あ り方も検討する必 要がある。

これ ま で ビジタ
ーセ ン タ

ー等は、どちらか と言 うと初め

て の 利用者向けの もの であっ た。リピー
タ
ー

の 多くは、

花情報や危険陦報な どの リア ル タイ ム な情報 を除い て、

同 じ展 示 物 を繰 り返 し見 るこ とはほとん どない と言 っ て

もよ 眺 リピーター
の ニ

ーズにあらた僻 賊 1供 の あり方

を考えなければな らない。

おわりに

　尾瀬は、環境教育活動の場として自然資源や地域の 生

活文化資源に恵まれ て い るの で、ビジタ
ーセ ン タ

ー
を学

校団体などの 環境教育活動や 自然ガイ ドツア
ー

の 処 点と

して
一
層活用するこ とが望まれ る 。 今後は 、 公園の 自然

保護と利用サービス を下支えして い る地域の経済振興に

も貢献できるよ うに、これまで の ビジタ
ーセ ン タ

ー
にお

けるサ
ービス 内容を総合的に見直し、

エ コ ツー
リズ ム に

も対応 し、 さらには現地で しか得られない サービス を重

視 した ビ ジタ
ー

セ ン ターにす るべ きで ある。

　尾瀬国立公園に は今回調査 した特別保護地区以 外 に、

入山口 に ビジターセ ン ター機能やイ ン フ ォ メーシ ョ ン 機

能を持っ た施設があり、風景写真の パ ネル 展示など、全

体的に見れば似た よ うな内容になっ て い る。各施設に も

っ と特色 を持たせ る こ とによ っ て 、 利用者にとっ て
“

立

ち寄り甲斐
”

があるもの になる。また 、 各施設問を巡 り

歩く動機付けも生 ま れ る もの と思われ る。さらに は 、利

用者が尾瀬に行 く前に情報を入手で きるイ ン ターネ ッ

ト・ビジターセ ン タ
ー

の 立ち上げも検討する時代とな っ

て い る。 既存の ビ ジタ
ーセ ン タ

ー
な どに設置した展示 パ

ネル やリ
ーフ レ ッ トなどの資料は、基本的にすべ て 「尾

瀬イ ンターネッ ト・ビジターセ ン タ
ー

」 の ホームペ ージ

で 閲覧 ・印刷できるようにする こ とも可能と考える 。

　なお、本来、ビ ジタ
ーセ ン タ

ー
は公 園の 入 口 部に設 置

され るべ きもの であるが、尾瀬の 場合は公 園 の 中心部も

しくはその 隣接部に設置されてい る。それが ビ ジ タ
ーセ

ンターの 3 割前後の利用率に反映されて い るとい う見方

もあるが、こ こではその 問題につ い て言及するこ とがで

きなか っ たの で、別の機会に譲る こ とにした い 。

　本論文は、環境省関東地方環境事務所が （財）国立公

園協会 に委託 し実施 した 「日光国立公園尾瀬地aUiJ用情

報提 供施設基本計画策定調査報告書」 の データを
一
部活

用 し、 とりまとめたもの である。
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